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期待される効果適用可能な技術分野や製品など

特徴

お問い合わせは
こちらから
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研究成果に関する文献・資料

数値流体力学（ ）を活用した
堅型渦巻ポンプの性能改善

による竪型渦巻ポンプの新たな設計法を開発しました。この手法を用いて、
ポンプの外形寸法を変えずにポンプ性能を改善する羽根車の形状を検討したところ、
従来に比べて水をくみ上げる能力を約 ％、ポンプ効率を約 改善できました。
㈱林化工機製作所が竪型渦巻ポンプを製品化し、受注販売しています。

⚫ 小西 毅 平野康之 市川英伸 河面 透 本橋英治
本橋武治：セミオープン形羽根車の揚程性能向上に関す
る研究，日本機械学会 関東支部大会

共同研究者 平野康之、市川英伸（都産技研）河面 透、本橋英治、本橋武治（㈱林化工機製作所）

地域技術支援部
城東支所
小西 毅

⚫ 流体機械内の流れを把握
実験では把握できない複雑に乱れた流れや渦などを 次元
的に把握することが可能です。近年は、さらに計算時間が短
縮され、形状思案に有効です。

⚫ ターボ機械の高効率化
排出量削減に向けたエネルギー消費量削減の一施策と

してターボ機械の効率向上が求められています。損失を把握
し、効率向上を実現する製品開発に有効です。

特許出願中

研究員からのひとこと
ターボ機械などの設計思案や製
品化に対してお悩みの企業様、
お気軽にお問い合わせください。

開発した による新設計
法は、ターボ機械の損失を
定量的に評価できるため遠
心式ポンプや送風機などの
高効率化の設計提案が可
能です。また、新形状の提案
や評価もできます（右図）。

解析により以下の損失を数値化し
水をくみ上げる能力を定量的に評価
・羽根車内摩擦損失
・摩擦損失以外の羽根車損失
・ケーシング内の摩擦損失
・摩擦損失以外のケーシング内損失
・吸込、吐出し管損失

新たな設計法

外形寸法を変更せず、
羽根出口角を変えた
種類の羽根車を評価

性能向上には
損失の定量的
評価が必須

課題

製品化した羽根出口角 °の羽根車
一般的には °で設計

提案した新遠心式羽根車

羽根出口角 °が性能向上に有効


